
【指標の説明】

剖検率とは、入院中に死亡された患者数のうち病理解剖が行われた患者数の割合です。

剖検の主な目的は、死因や病気の成り立ち、病態を解明することにあり、新たな事実が発見されることもあり

ます。

解剖結果はその後の診療に役立つため、剖検率は医療の質を反映していると言えます。

【定義】
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＜比較＞

日本病理学会・日本内科学会 「病理解剖の許諾 剖検 合同アンケート結果」 （平成30年6月11日）

より、４９２病院（大学病院５５施設＋市中病院４３７病院）の回答結果

分子11/分母633

分子16/分母654


